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      初秋の柳が末の湯島かな 
 
第十図 柳樹石燈籠自然の配置宜を失はず路傍の氷店亦好画趣矣 
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に鮮明なる菊花を散らしたる意匠面白く第二にかゝる薄暗き物色をものしながら其内に如斯一種明


















































































箒木は皆伐られけり芙蓉咲く   碧梧桐 
























（元禄）水かけて見れどいよへ氷かな  林鴻 
 といはゞ中心は氷にして、水かけて氷を現したる処に「落ち」はあるべし。 
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27 『子規全集』第三巻、講談社、一九七七年、六八五頁 
28 『子規全集』第五巻、講談社、一九七六年、一一頁 







































省堂による、引用は『日本近代思想体系 一七 美術』岩波書店、一九八九年、二一七頁 
52 『子規全集』第五巻、講談社、一九七六年、一七〇頁 
53 島田紀夫『印象派の挑戦 モネ、ルノアール、ドガたちの友情と闘い』小学館、二〇〇九年、九十九頁 
54 三浦篤「印象派再考」前掲書、二〇頁 
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56 伊藤俊治『〈写真と絵画のアルケオロジー〉遠近法 リアリズム 記憶の変容』白水社、一九八七年、一六 
 頁 
57 「淡泊」の評語は、第三回白馬会展覧会展評（『日本』明治三十一年十一月十五日）に登場している。 
58 『子規全集』第四巻、一九七五年、四七五頁 
59 前掲書、四七五頁 
